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２年： 組番氏采

ハンダ付けがうまくできるようになろう。

鐘
電気部品を接合するには、接合した部分でも

電気が流れなければなりません。

そこで、接合にはハンダを使います。

準備するもの（１班あたり）

～毎回同じなので､班ごとで分担して用意し､終わったら元の場所へ片付けよう～

ハンダごて２本ハンダごて台２つこて先クリーナー（水を補給）１つ

ラジオペンチ２本ニッパー２本ワイヤーストリッパー１つゴミ入れ１つ

ハンダ吸い取り器１つテーブルタップ１つ作業用下敷き板(人数分）

今日の課題

｢ハンダ付けの子jll頁を覚えて、ハンダや材料の温度と蚤をｵ巴推し、ハンダ
付けが上手にできるように怠ろう」

＜ハンダ付けの手順＞

ﾊﾝﾀﾞは種類にもよりますが､一般的に２００℃くらいで溶けて､常温で固まります。
ハンダ付けをする際には、接合する部材の温度が一緒に上がって、ハンダとなじんでから

一緒に冷えることが大・切です。

基盤へ電子部品をハンダ付けするには以下のように行います［

●ハンダごての先をクリーナーできれいにしてから行う。

①付ける部分を両方（リードとランド）２秒ほど加熱

（穴にこて先を差し込むようにして温める）

②ハンダを適量流しこむ

ハンダ付けて外す。（その間こては動かさない）

③ハンダがなじんだら、ハンダごてを離す。

④冷えるまでそのまま待つ。
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加熱不足ハンダごてが熱すぎ

良好な状態ハンダ多い
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すずと鉛の合金。
近頃は鉛フリーのハンダも出てきた。




